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平成 30 年 第 4 回 国立市土地開発公社理事会会議録 

 

 

１．開 催 日   平成 30 年 7 月 5 日（木） 

 

 

２．場  所   国立市議会 委員会室 

 

３．出 席 者 

（１）理 事   8 名（    は欠席を表す。） 

 理 事 長  竹 内 光 博  副理事長  是 松 昭 一 

 出納理事  藤 﨑 秀 明  常務理事  門 倉 俊 明 

 理  事  雨 宮 和 人 理  事  大 川 潤 一 

 理  事  橋 本 祐 幸  理  事  江 村 英 利 

 

（２）事 務 局  3 名 

 事務局長  立 川 浩 平  庶務係長  河 村 善 之 

庶務係員  鍬 田 彩 葉  

 

 

４．議  題 

第 6 号議案 平成 30 年度国立市土地開発公社補正予算（第１号）案 

 

５．会議時間   開 会  午前 10 時 20 分 

         閉 会  午前 10 時 25 分 
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午前 10時 20分開会 

 

議 長         （竹 内 光 博 君） 

 

それでは、評議員会にひきつづきまして、理事会を開催したいと

思います。 

 

ただ今の出席理事は 8名でございます。 

定足数に達しておりますので平成 30年第 4回国立市土地開発公社

理事会を開会いたします。 

 

日程第 1「会議録署名理事の指名について」を議題といたします。 

議長において「門倉常務理事」と「江村理事」の両名を指名する

ことにご異議ありませんか。 

 

（異議なし）との声あり 

 

異議なしと認め、両名を指名いたします。 

 

日程第 2「会期の決定について」を議題といたします。 

会期を本日一日とすることにご異議ありませんか。 

 

（異議なし）との声あり 

 

異議なしと認め、会期を本日一日といたします。 

 

日程第 3「議題」に入ります。 

第 6号議案「平成 30年度国立市土地開発公社補正予算（第１号）

案」を議題といたします。なお、本議案につきましては、先ほど開

催いたしました評議員会において協議を行ったところでありますの

で、この際、説明は省略したいと思いますがご異議ありませんか。 

 

（異議なし）との声あり 

 

異議なしと認め、説明を省略いたします。 

それでは、本議案について質疑・意見を承ります。 
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理   事         （江 村 英 利 君） 

 

      経費の「委託料」の内容について、教えてください。 

 

事 務 局 長        （立 川 浩 平 君） 

 

      委託料でございますが、取得後に数年間公社のほうで用地を維持

管理する必要がございますので、そのための、具体的にはラバーポ

ールの設置、ロープ柵の設置、防草シートの敷設等の費用でござい

ます。 

 

議   長         （竹 内 光 博 君） 

       

      ほかに、いかがでしょうか。 

 

理   事         （門 倉 俊 明 君） 

 

      意見ということで、先ほど評議員会の方で、評議員がおっしゃっ

ていた場所の特定ですとか、そういった資料についてですが、資料

があった方が議事の進行もやりやすいと思いますし、透明性の担保

にもなりますので、今後検討していただきたいと思います。 

 

議   長         （竹 内 光 博 君） 

 

      事務局長、何かありますか。 

 

事 務 局 長         （立 川 浩 平 君） 

 

      先ほど答弁の時に申し上げました通り、もともと決算の際に用意

している表がございますので、それをその都度、更新したものをご

用意できるかと思います。 

 

議 長         （竹 内 光 博 君） 

 

       ほかに、いかがでしょうか。 

なければ質疑を打ち切りお諮りいたします。 

本案を原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
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（異議なし）との声あり 

 

異議なしと認め、原案のとおり可決することといたします。 

 

これをもちまして、平成 30 年第 4 回国立市土地開発公社理事会

を閉会といたします。お疲れ様でした。 

 

 

 

午前 10時 25分閉会 

 


